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大学生版スピーチ場面不安尺度の作成とスピーチ場
面における見積もりモデルに関する研究

























































































































































































































































































































































































































































因子1台認知｡感情 0.431＊＊ 0.420＊＊ 0.452＊＊０．３１５＊＊
因子2:行動 0.349＊＊ 0.300＊＊ 0.268＊＊0.224＊＊
因子3:生理 0.193＊＊０．３８３＊＊ 0.146＊０．１５６＊
スピーチ場面不安 0.393＊＊ ０．３６９＊＊0.249＊＊
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0.642＊＊0.377＊＊
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方法
調査協力者
本研究の趣旨を説明し，同意を得られた大学生194
名（男性71名，女性123名，平均年齢20.6歳，ＳＤ＝
2.84）を対象とした。
調査期間
2013年10月～11月。
手続き
質問紙法により，以下の尺度を材料とした。
①ＦＮＥ・自意識尺度
研究１と同じ尺度を使用した。
②ＳＥＳ；スピーチに関する否定的見積もり尺度
（SpeechEstimationScale）
城月・笹川・野村（2009）によって作成された尺度
で，１因子の20項目からなる。教示において「以下の
項目は，人前でのスピーチに関連した質問です。スピー
チを行うにあたって，あなたにもっともあてはまる番
号に，各項目に一つずつ○をつけて下さい」という表
現に変えた。回答にあたっては，５件法（｢１：まった
くないと思う｣，「２：あまりないと思う｣，「３：ややあ
ると思う｣，「４：よくあると思う｣，「５：とてもあると
思う｣）で評定を求めた。
③スピーチ場面不安尺度
研究１で作成された尺度で，３因子26項目（認知・
感情因子12項目，行動因子８項目，生理因子６項目）
からなる。回答にあたっては，研究１と同様５件法で
評定を求めた。
倫理的配慮
調査対象者に対し，調査への協力依頼文書を配布し
て本研究の概要について説明を行った。その際，調査
は匿名で行うこと，回答結果は統計的に処理するため
個人情報が漏洩することは決してないこと，結果は研
究目的以外には使用しないことを目的とした。
分析方法
分析にはIBMSPSSStatistics21を用いた。また，
構成したモデルの分析には，ＩＢＭＳＰＳＳＡｍｏｓ２１を
用いた。本モデルの検討は，パス解析により行った。適
合度指標としては，ＧＦＩ（GoodnessofFitlndex)，
AGFＩ（AdjustedGoodnessofFitlndex)，ＣＦＩ
(ComparativeFitlndex)，ＲＭＳＥＡ（RootMean
SquareErrorofApproximation)，ＡＩＣ（Akaike's
lnformationCriterion）を参照した。
結果
(1)各項目の記述統計量および相関係数
分析により得られた各尺度の記述統計量および相関
係数を，Table４，５に示した。
(2)ＳＥＳの主成分分析
Ｔａｂｌｅ６は，ＳＥＳについて教示文や一部の項目の表
現を変えて調査したことで，城月ら（2009）の研究で
得られた因子構造が得られるかどうかを検討した結果
である。項目「5．話す内容をきちんと伝えられると
思う｣，「10．話すことは苦にならないと思う」は逆転
項目として処理を行った。主成分分析を行ったところ，
先行研究と同様の１因子構造が得られた。なお，寄与
率は61.82％，各項目の負荷量は.24以上であり，α係
数は82と高い値を示した。
Table４各尺度の記述統計量
自意識
スピーチ
場面不安
FＮＥ
公的自意識
私的自意識
全体
SＥＳ
認知･感情
行動
生理
全体
平均ＳＤ
0.59０．１９
4.70
4.65
4.67
0.90
0.87
0.77
3.20０．５９
2.98
2.72
2.26
2.73
0,60
0.59
0.67
0.48
TabIe5各尺度間の相関係数
公的自意識
私的自意識
ＳＥＳ
認知｡感情
行動
生理
FNE公的自意識私的自意識ＳＥＳ
0.528＊＊
0.310＊＊
0.352＊＊
0.416＊＊
0.287＊＊
0.148＊
0.522＊＊
0.440＊＊
0.483＊＊
0.317＊＊
0.146＊
－１５－
0.240＊＊
0.322＊＊
0.174＊
0.139＊
０．５９３＊＊
0.548＊＊
0.444＊＊
**ｐ＜,01,＊ｐ＜､0５
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Table6SESの主成分分析結果
２３＊＊
成分
、６６０
．６３６
．６２３
．５９４
．５６７
．５５４
．５５１
．５５１
．５４５
．５１６
．５１２
．４９５
．４８４
．４７６
．４７３
．３８０
．３７５
．２８４
．２７５
．２４８
９．８００
共通性
、５２３
．４８６
．４６５
．４２３
．３８５
．３６８
．３６５
．３６４
．３５７
．３２０
．３１５
．２９４
．２８１
．２７２
．２６９
．１７３
．１６９
．１４１
．１０９
．１０３
６．１８２
４．冷たい視線を感じると思う
14.自分の欠点に注目されると思う
３°落ち着いて話すことが出来ないと思う
12.どう話を始めていいかわからないと思う
１.焦って失敗すると思う
８.つまらない話だと思われると思う
11,話をした結果，自分の評価を下げると思う
13.うまく舌が回らないと思う
19,途中で話したいことを忘れると思う
15.早く時間が過ぎてほしいと思う
２．体が震えると思う
７,出来るだけ早く話を終えたいと思う
16.汗が出てくると思う
18.適切な話のテーマがわからないと思う
９.相手の顔を見て話すことが出来ないと思う
６.顔が赤くなると思う
20.話をする前は不安になると思う
17.相手を楽しませなければならないと思う
５.話す内容をきちんと伝えられると思う
10.話すことは苦にならないと思う
寄与率
41＊
ﾖ2＊＊
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く
６３＊＊
意識からSES，ＳＥＳからスピーチ場面不安の認知．
感情因子，ＳＥＳからスピーチ場面不安の行動因子，
SESからスピーチ場面不安の生理因子のそれぞれの
パス係数が１％水準で有意であることが示された。し
かし，ＦＮＥからスピーチ場面不安の行動および生理
因子，公的自意識からスピーチ場面不安の行動および
生理因子，私的自意識からＳＥＳおよびスピーチ場面
不安の各因子それぞれのパス係数が有意でなかった。
３１＊＊
スピーチ場面不安
生理
／
私的自意識 e４国
(3)スピーチ場面に関する見積もりモデル
スピーチ場面に関する見積もりモデルについて検討
するために，パス解析を行った。その結果Figure2
に示す通り，本モデルはGFI＝､99,AGFI＝､97,ＣＦＩ
＝１．００，ＲＭＳＥＡ＝､000,ＡＩＣ＝47.94と高い値が得ら
れた。また，各変数から他のパス係数については，
ＦＮＥからスピーチ場面不安の認知・感情因子，ＦＮＥ
からＳＥＳのそれぞれのパス係数が５％水準，公的自
意識からスピーチ場面不安の認知・感情因子，公的自
－１６－
○ ＧＦＩ
ＡＧＲ
9９
９７
ＣＦＩ
ＲＭＳＥＡ
ＡＩＣ
**ｐ＜,01,
１．００
０．００
47.94
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Figure2スピーチ場面の見積もりモデル
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考察
1．スピーチ場面不安尺度の作成
研究１の目的は，スピーチ場面における不安を測定
する尺度を作成することであった。因子分析の結果，
最終的に３因子26項目からなるスピーチ場面不安尺度
が構成された。また，スピーチ場面不安尺度は高い内
的整合性を有することが示された。さらに，このスピー
チ場面不安の各因子とＦＮＥ，自意識との間に有意な
相関関係が認められ，基準関連妥当性が確認された。
作成した尺度については，「認知」「行動」「感情」
｢生理」の４因子が構成されると仮定していたが，実
際に分析を行うと「認知・感情」「行動」「生理」の３
因子が構成される結果となった。宮前（2000）は「認
知的側面」「行動的側面」「'情動的側面」のスピーチ不
安傾向尺度を作成したが，「情動的側面」の項目にお
いて「感情」と「生理」の各要素が含まれ，それらの
違いが不明確であった。しかし，本研究で筆者が作成
したスピーチ場面不安尺度では，スピーチ不安傾向尺
度における「情動的側面」がスピーチ場面不安の「生
理」因子として現れた。また「感情」は「認知」と同
じ因子に入る結果となった。
2．スピーチ場面の見積もりモデル
ＦＮＥからスピーチ場面不安へ
研究２の目的は，スピーチ場面に関する見積もりモ
デルについて検討を行うことであった。本モデルの分
析の結果，ＦＮＥからスピーチ場面における認知・感
情の不安へのパス係数が有意であった。また，ＦＮＥ
からＳＥＳを介しスピーチ場面におけるいずれの不安
へのパス係数も有意であった。これらは城月ら（2009）
のスピーチに関する見積もりモデルとほぼ一致してい
る｡
公的自意識からスピーチ場面不安へ
公的自意識とは菅原（1984）が示すように自己の外
見や他者に対する言動など，他者が観察しうる自己の
側面に注意を向ける程度，つまり「自分が他人にどう
思われているか気になる」「人の目に映る自分の姿に
気を配る」などと考えることである。公的自意識から
スピーチ場面不安へ直接向かうプロセスについては，
認知・感'情因子へのパス係数のみが有意であった。
また，公的自意識とスピーチ場面不安との間に
SESを介すと，スピーチ場面におけるすべての不安
へのパス係数が有意であった。公的自意識はスピーチ
場面に限定しない社会的状況で生じる認知である。
SESは社会的状況の中のスピーチ場面に限定した否
定的見積もりを指すため，スピーチ場面特有の否定的
見積もりが活性化されるとスピーチ場面の認知。感'情
のみならず行動や生理現象における不安が生じてしま
うのである。
以上のことから，スピーチ場面の見積もりモデルに
おいて，ＦＮＥおよび公的自意識からＳＥＳを介せばス
ピーチ場面のすべての不安が生じることがわかった。
よって，ＳＥＳはスピーチ場面不安を強めるものであ
ることが改めて検証された。
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Abstract
Theobjectivesofthisresearchwerefirsttocreateaspeechanxietyscale，andsecondtoinvestigatethe
processbywhichnegativeestimationregardingspeechsettingsSES（SpeechEstimationScale）affectsspeech
anxiety・ＩｎＳｔｕｄｙｌ，wecreatedaspeechanxietyscale，andobtained26itemsclassifiedintothefollowingthree
factors：“cognitionandemotion"，“behavior"，ａｎｄ“physiology"．Thereliabilityandvalidityofthisscalewere
alsoverifiedlnStudy2，ｗｅuseｄｔｈｅｓｃａｌｅｃｒｅａｔｅｄｉｎＳｔｕｄｙｌｔｏｖｅｒｉｆｙｔｈｅｐｒｏｃｅｓｓｂｙｗｈｉｃｈＳＥＳａｆｆｅｃｔｓｓpeech
anxiety-Manyofthepathcoefficientsinthepresentmodelweresignificant，ａｎｄｈｉｇｈｌｅｖｅｌｓｏｆｇｏｏｄｎｅｓｓｏｆｆｉｔ
ｗｅreobtained,ＦＮＥ（FearofNegativeEvaluations）andpublicself-consclousnesswerefoundtodirectlyaffect
cognitiveandemotionalanxietymspeechsettings・Inaddition，FNEandpublicself-consciousneｓｓｗｅｒｅｆｏｕｎｄ
ｔｏａｆｆｅｃｔａｌｌｏｆｔｈｅｆｏｌlowingthroughSES：cogmtiveandemotionalanxiety，behavioralanxiety，andphysiologi-
calanxietyinspeechsettings．
Keywords：speechanxiety，ＳＥＳ，publicself-consclousness，ＦＮＥ
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